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ひがし大雪地域における野生植物の盗掘事例

丹 羽 真 一1)・ 渡 辺 修1)・ 渡 辺 展 之1)

CasesofillegalcollectingofwildflowersineasternTaisetsuzanNationalPark

NIwAShin-ichi1),WATANABEOsamu1)andWATANABENobuyuki1)

は じ め に

自然公園の高山帯などでは盗掘が相次いでおり,

大 きな社会問題 になっている.盗 掘を社会問題と

して論ずる時,盗 掘の対象となる植物のほとんど

は法律や条例(自 然公園法等)で 採取が禁 じられ

ており,法 律違反行為に当たるということが第一

の問題点として挙げられる.ま た,盗 掘は野生生

物を本来の生育地から切り離 し栽培または売買の

対象とする行為であり,殺 傷を目的としたもので

はないが,野 生生物としての本来のあり方や野生

生物と人との関わ りを歪めるということが第二の

問題点である.い まや稀少植物にとって盗掘は生

息地破壊と並ぶ最大の脅威の一っになっていると

いわれているが(我 が国における保護上重要な植

物種および植物群落の研究委員会1989),高 山植

物に限れば開発行為による生息地破壊の可能性が

低いため,盗 掘が最大の脅威である可能性が高い

といえよう(佐 藤謙1994,1996,1997を 参照).

盗掘問題はかなり以前から問題視されてきたが,

特に最近多発 しているといわれている(例 えば北

海道新聞社1998年4月29日 付社説記事 「『やはり

野におけ』の高山植物」 など).北 海道高山植物

盗掘防止ネットワーク委員会(以 下 「盗掘防止ネッ

ト」という,1999)に よれば,1980年 代には6件,

1990年代には28件が北海道内で報告されている.

嶢山(2件)・ 夕張岳(1件)・ アポイ岳(3件)

など花の山として全国的 ・全道的に有名な地域で

多発する傾向があるものの,ほ ぼ全道か ら盗掘の

報告がでている.高 山植物を狙 ったものは24件 と

なっており,そ のほとんどが国立公園や道立自然

公園などの自然公園内での違法行為であった.

しかし,盗 掘の実態を把握することはかなり困

難で,行 なわれた場所 ・量 ・対象種といったデー

タにっいては極めて限られた情報 しかない.前 出

の盗掘防止ネットの報告 も特定の情報源か らの も

のだけであり,実 態としてはそれよりも相当に多

いとみなすのが妥当であろう.

われわれは稀少植物の減少に危惧を抱き,保 全

を目的とした野外調査を行なってきている(さ っ

ぽろ自然調査館1999な ど).こ のような調査活動

を通 じて,実 際に盗掘の現場を目にする機会が こ

れまでに しば しばあった.深 刻とされる盗掘の実

態を少 しでも明らかにするには,一 っ一つの事例

を記録 してお くことが必要であると考えている.

そこで,わ れわれの主な調査地域であるひが し大

雪山系(十 勝管内上士幌町 ・鹿追町)に おいて最

近5年 間(1995-1999年)に 把握 した盗掘事件に

っいて報告する.な お,こ こで報告する記録はい

ずれ も盗掘防止ネット(1999)で 把握されていな

いものである.

最近の盗掘事件

1.上 士幌町温泉山のバクサンチ ドリ(白 花個体

を含む)

盗掘があった場所は大雪山国立公園第2種 特別

地域 に含まれる(表1).バ クサンチ ドリは大雪

山国立公園において採取が禁 じられている指定植
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表1.ひ が し大雪地域で起きた盗掘事例

年月 場所 盗掘された主な植物 発見状況 盗掘規模
1995年6月 上 士 町 温 山

1999年6月 上 士 幌 町 黒 石 平

1995年9月 上 士 幌 町 三 股

1997年8月 上 士 幌 町 三 股

1997年5月 鹿 追 町 白樺 峠

1999年6月 上 士 幌 町 温 泉 山

1999年7月 上 士 幌 町 ニペ ソツ 山

1998年8月 上 士 幌 町 ニペ ソツ 山

バクサンチドリ(白花 む)し い}跡
ベニバナヤマシャクヤク 新しい盗掘跡

エゾリンドウ
エゾリンドウ

ショウジョウバカマ
ハクサンチドリ

チョウノスケソウ

リシリビャクシン

新しい盗掘跡
盗掘者を見つける

新しい大規模な盗掘跡
新しい盗掘跡
新しい盗掘跡
新しい盗掘跡

50目1繧

11株(14個 体)

200株 前 後

5株 前 後

100株 前 後

50株 前 後

数 株

数 株

表2.盗 掘された植物の指定状況と流通価格

種名 指定状況
レッドリスト 公 園指 定

流通 小売 価格(円)豪1

ベニバナヤマシャクヤクIB ● 1000-2000

エゾリンドウ ● 600※2

ショウジョウバカマ ● 500

バクサンチドリ ● 500

チョウノスケソウ ● 700

リシリビャクシン IB ● 700※3

※1:販 売価格 は盗掘防止 ネット(1999)に 基 づく(容器 等は含まれ ない)

※2:エ ゾオヤマリンドウ(変種)の 価格を参照 している

※3:ミヤ マビャクシンの価格を参照 している

物である(表2).道 道鹿追糠平線沿いの斜面で

人目にっきやすい場所に生育 していた.盗 掘され

た時期は開花 している時(1995年6月)で,特 に

目立ちやすかった.盗 掘を確認 した前 日に筆者の
一・人(丹 羽)は 写真撮影をしており,夜 間に盗掘

された可能性 もある.約5m四 方の範囲にバクサ

ンチ ドリの群落があったが,開 花 していたほぼ全

個体(約50個 体)が 盗掘された.盗 掘痕は直径 ・

深さとも10cm前 後の穴 となってお り,山 菜採 り

用の根掘 りや園芸用の移植こてのような道具が用

いられたようであった.

その後,若 干の個体数の回復が認あ られたが,

1998年 ・1999年 と続 けて盗掘を受けた(辻 本涼子

氏,私 信).こ のときの盗掘規模 はそれぞれ10-

30個体 と思われた.こ れにより,再 び開花個体の

ほとんどを失 った.全 く同じ場所で盗掘が繰り返

されていることから,同 一人物またはグループに

よる可能性が考えられる.

2.上 士幌町三股のエゾリンドウ

盗掘があった場所は大雪山国立公園第2種 特別

地域に含まれる(表1).エ ゾリンドウは大雪山

国立公園において採取が禁 じられた指定植物であ

る(表2).国 道273号 線沿いの旧市街地区で人目

にっきやすい場所に生育 していた.盗 掘された時

期は開花 している時(1995年9月)で,特 に目立

ちやすかった.お よそ数ヘクタールの範囲にエゾ

リンドウが散在 していたが,開 花 していたおよそ

200-300個 体が盗掘 されたと思われた.こ の大規

模な盗掘を確認 した数日前にも筆者の一人(丹 羽)

は何度か小規模な盗掘行為を見かけ,口 頭で盗掘

をやめるよう注意 していた.盗 掘のあった当日,

現地で調査をしていた知人が一部始終を見ており,

4輪 駆動車を乗 り入れて持ち去 ったという.ま た

その前後にも掘 り採 りの跡がしばしば見っかって

いることか ら,そ れ以外にも現地でのエゾリンド

ウの盗掘は度々行なわれているようである.な お,

大量盗掘の時だけは鎌や鋏を用いており,地 上部

だけを採取 していた.こ の盗掘の後に,上 士幌町

の環境庁国立公園管理官事務所に出向き,大 量盗

掘があったこと,旧 作業道か ら車両の侵入が可能
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なことか ら盗掘されやすいことを当時の管理官に

伝えた上で,盗 掘防止のために現在使われていな

い旧作業道入口2ケ 所にチェーンを付 けてほしい

と申し出た.し かし,管 理官は 「エゾリンドウの

ためにチェーンを付けうというなら山中にチェー

ンを付けなければならなくなる」 といい,全 く取

り合わなか った.そ の後,マ スコミがこの盗掘事

件を大きく取 り上げたことから,現 在 は採取禁止

を知 らせる立て札が立てられている.

3.鹿 追町白樺峠のショウジョウバカマ

盗掘があった場所は大雪山国立公園第2種 特別

地域に含まれる(表1).シ ョウジョウバカマは

大雪山国立公園において採取が禁 じられた指定植

物である(表2).道 道鹿追糠平線沿いの草原で

人目にっきやすい場所にある.草 原部分に駐車で

きる路側帯があり,自 由に草原に侵入することが

できる.盗 掘された時期は開花 している時(1997

年5月)で,特 に目立ちやすかった.大 規模な盗

掘を確認 した以前(1992年)に も筆者の一人(丹

羽)は 何度か小規模な盗掘を見かけ,口 頭で盗掘

をやめるよう注意 していた.お よそ1ヘ クタール

の範囲にショウジョウバカマが散在 していたが,

開花 していたおよそ100個 体が盗掘されたと思わ

れた(1997年5月27日 付の朝 日新聞社の記事では

新得署などが調べた結果 として52株 と発表 してい

る).盗 掘痕は直径 ・深さとも15cm前 後の穴となっ

ており,山 菜採 り用の根掘 りや園芸用の移植 こて

のような道具が用いられたようであった.な お,

その前後にも掘 り採 りの跡がしばしば見っかって

いることか ら,そ れ以外にも現地でのショウジョ

ウバカマの盗掘は度々行なわれているようである.

なお,小 規模な盗掘は日常的に行なわれており,

ショウジョウバカマ以外にもミヤマオダマキ ・コ

ケモモ ・イソッッジ等が盗掘を受けている.

4.上 士幌町黒石平のべ=.バ ナヤマシャクヤク

盗掘があった場所は大雪山国立公園第3種 特別

地域に含まれる(表1).ベ ニバナヤマ シャクヤ

クは,レ ッドデータブックの危急種,レ ッドリス

トの絶滅危惧IA類 に該当 し,大 雪山国立公園に

おいて採取が禁 じられた指定植物でもある(表2).

国道273号 線か らかな り林道を入 った場所である

が,林 道のす ぐ脇で目につきやすい場所 にあった

(山菜採りでしばしば利用されているようである).

盗掘された時期は開花 している時(1999年6月)

で,特 に目立ちやすか った.盗 掘を確認 した2,

3日 前に辻本涼子氏が見にいって存在を確認 して

いた.は じめ開花個体だけが盗掘されていたが,

その数日後に見に行 った時には残 っていた非開花

個体 もすべて盗掘 されていた(全 部で14個 体).

盗掘跡は枯れ枝や落ち葉で覆 ってあった(辻 本

1999).

このベニバナヤマシャクヤク群落は,さ っぽろ

自然調査館が主体となって1998年 から調査を行なっ

ていた(さ っぽろ自然調査館1999).固 定調査区

(目立っ杭などは設置 していなかった)と して長

期観察(個 体数変動や生活史特性の把握)を 行な

う予定であったが,こ の盗掘によって不可能になっ

た.

5.=ペ ソツ山のチョウノスケソウ

盗掘があった場所は大雪山国立公園特別保護地

区に含まれる(表1).チ ョウノスケソウは,大

雪山国立公園において採取が禁 じられた指定植物

である(表2).二 次的な盗掘のおそれもあるた

め場所の詳細については伏せ る.盗 掘 された時期

は開花 している時で,数 株が盗掘されていたとい

う(三 木悦子氏,私 信).

6.ニ ペソツ山の リシリビャクシン

盗掘があった場所は大雪山国立公園特別保護地

区に含まれる(表1).リ シリビャクシンは,レ ッ

ドリス トの絶滅危惧IA類 に該当 し,大 雪山国立

公園において採取が禁 じられた指定植物でもある

(表2).二 次的な盗掘のおそれもあるため場所の

詳細にっいては伏せる.か なり大 きい数株が盗掘

されていたという(川 辺百樹氏,私 信).

盗掘される対象

盗 掘 防 止 ネ ッ ト(1999)で は盗 掘 さ れ や す い植

物 と して,こ れ ま で の被 害 の大 きさ や 山野 草 販 売

の 対 象 か ど うか と い う観 点 か ら,120種 を 挙 げ て

い る.こ の うち レ ッ ド リス ト(環 境 庁1997)の

絶 滅 危 惧IA類 に該 当 す る種 が20種,IB類 が20

種,II類 が11種,準 絶 滅 危 惧(NT)類 が3種

現 状 不 明(DD)類 が2種 と,全 体 の 約 半 数 が 何

らか の カ テ ゴ リー に属 して い る.ま た89種 は いわ



76 ひがし大雪博物館研究報告 第22号

ゆ る高 山 植 物 で あ る.

今 回 盗 掘 を 受 け た植 物6種 は,リ シ リビ ャ ク シ

ンを 除 い て,上 記 の120種 の 中 に全 て含 まれ て い

る(た だ し 「エ ゾ リ ン ドウ」 は な く変 種 エ ゾオ ヤ

マ リ ン ドウ と して掲 載 さ れ て い る) .ベ ニ バ ナ ヤ

マ シ ャ クヤ ク は,1株 あ た り1,000～2 ,000円 で 流

通 し,「 実 生(に よ る栽 培 も)容 易 だ が,…(略),

山採 りの可 能性 も?」 と されて い る(盗 掘 防止 ネ ッ

ト1999).エ ゾ(オ ヤ マ)リ ン ドウ は600円 で

「実 生 容 易,量 産 」,シ ョウ ジ ョ ウバ カ マ は500円

で 「実 生 容 易 」,バ ク サ ンチ ド リは500円 で 「実 生

容 易 だ が,山 採 り も」,チ ョウ ノス ケ ソ ウ は700円

で 「実生 容 易,量 産 」 と な って い る.リ シ リビ ャ

ク シ ン は リス トに な いの で 近 縁 の ミヤ マ ビ ャク シ

ンを 参 照 す る と,1株 あ た り700円 で 「通 常 生 産

品 だ が,水 面 下 で 盆 栽 の 山 採 り販 売 多 い」 とな っ

て い る.

な お,チ ョウ ノス ケ ソ ウ は著 しい隔 離 分 布 を示

し,道 内 で は数 ヵ 所 の 分 布 地 が 報 告 され て い る に

す ぎ な い.し か し,道 内 で は,す で に絶 滅 したか,

個 体 数 を減 少 させ た 地 域 個 体 群 が 大 半 と な って い

る とい う(佐 藤 謙 氏 私 信).

ま と め

盗掘を受 けたのは,リ シリビャクシンのケース

を除いていずれのケースも開花期であった.当 然

のことながら,開 花期 は目立っので発見されやす

いことによるのだろう.ま た,ベ ニバナヤマシャ

クヤク ・チョウノスケソウ ・リシリビャクシンの

ケース以外は,不 特定多数の人が訪れ人目にっき

やすくアクセスも容易な道路脇などでの盗掘であっ

た.こ れにっいては,そ のような場所だったため

にわれわれが盗掘(痕)を 発見できたともいえる

が,車 道や散策路を敷設することによる二次的な

自然破壊とみなすことができる.最 近,各 地の自

然公園で新たな散策路の設置が数多く見 られるが,

自然保護行政に対 してはこのような点に配慮する

必要があるということを改めて警告 したい.ひ が

し大雪地域の十勝三股地区では,稀 少植物群落に

近接 して散策路等の整備が計画されているが(佐

藤2000),盗 掘防止への配慮 という観点から再検

討が必要である.少 なくとも盗掘問題が起きてか

ら 「予想 しなか った」 ということは許 されないだ

ろう.

盗掘の実際の影響についてはあまり検討 されて

いないが,自 然界では起 こりえない繁殖個体の大

量消失であり,少 なくとも地域的には大 きな影響

があると考え られる.シ ョウジョウバカマは,今

回の盗掘によって個体群の成熟個体の過半数が失

われて しまった.全 国的 ・全道的では普通種なが

らこの地域では稀少な種で,今 回の盗掘は非常に

深刻 に受け止あなくてはならない.盗 掘が主因 と

なって絶滅 した植物は北海道内ではないとの主張

もあるようだが,チ ョウノスケソウに関 しては盗

掘が絶滅の直接要因となってきたことは明らかで,

絶滅までは免れている場所で も個体数が元に戻る

には非常に長い時間がかかることも忘れてはいけ

ない(佐 藤謙氏私信).

今回盗掘の被害に遭った植物のうち,バ クサン

チ ドリ・エゾリンドウ ・ショウジョウバカマは必

ず しも稀な種とは言えず,山 野草として比較的普

通に流通 している種である.こ のことは稀少かど

うかに関わらず多 くの野生植物が盗掘の危険にさ

らされていることを意味すると同時に,一 部でい

われているような,人 工栽培によって大量に流通

させれば盗掘 は減るという意見が誤 りであること

も強く示唆 している.

人工栽培 したものを自生地に植栽することによっ

て稀少種の保全が可能であるという議論 もあるが,

生物多様性の重要性(鷲 谷 ・矢原1996,プ リマッ

ク ・小堀1997)を まった く無視 しているだけで

なく稀少種の危機的現状を軽視 しかねない危険な

考えである.野 生植物の保護策は基本的にはあく

まで 「野生状態」でとられるべきであり(生 育地

の保護),「 保護策」 として人工栽培 した個体を自

生地に植栽することにっいては生態学的影響(自

生個体群への影響)・ 社会的影響(自 然保護思想

への影響)を 十分検討 しなければならない.

盗掘を防止するのは容易ではない.盗 掘には山

草業者による組織的なものだけでな く,一 般の愛

好家によるものも数多 くあるだろう.業 者 によっ

て盗掘された盗品を最終的に購入するのも一般の

愛好家である.盗 掘を行なうことや盗掘 された植

物を購入することに対す る犯罪意識はいまだに低



丹羽ほか ひがし大雪地域における野生植物の盗掘事例 77

いといわざるを得ない.種 の存続を左右 しかねな

い重大さか ら考えれば,盗 掘に対する現在の罰則

は確かに軽 く,盗 掘行為で検挙されても有罪にな

るケースはほとんどないという.ま た盗掘防止の

即効性か らみて も罰則の強化や監視の徹底は必要

かもしれない(盗 掘防止ネット1999).一 方で,

盗掘が重大な環境犯罪の一つであり絶対に行なっ

てはならない行為であるという社会認識を作 り上

げることも,根 本的な解決のたあには必要である.

そのためには繰 り返 しその犯罪性を指摘 していく

ことが重要で,マ スコ ミにもその役割が期待 され

る.今 回報告 した盗掘事件のうちの一っ,ベ ニバ

ナヤマシャクヤクの盗掘については,北 海道内の

新聞社に対 し事情を説明し盗掘問題を啓発するた

めに報道 してほ しいと申し入れたが,「 盗掘は日

常的すぎる」という理由で受け入れられなかった.

しか し,む しろ日常的であるという事実を問題 と

して扱ってほしかった.盗 掘問題は一般の関心が

高いにもかかわらず(そ の意味ではニュースバリュー

がある),ど こでどの くらい盗掘が起 きているか

という実態がよく分かっていない.新 聞にはその

場限 りの報道という目的だけでなく,記 事 として

記録にとどめるという任務 もあるので,盗 掘のよ

うに一般の関心の高い問題に対 してはたとえ小さ

な記事でも書いておくことを求めたい.ま た,盗

掘が多発する背景には,「 自然好き」「植物好 き」

を自認する人の中にも野生生物の価値を安易に貨

幣価値に置き換えようとするような誤まった(綾

小化 した)自 然認識が少なからずあるといえる.

このような自然認識(自 然に対する価値意識)を

是正 していくために,環 境教育の役割にも期待 し

たい.
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Summary

WereportedsomeeventsaboutillegalcollectingofwildflowersineasternTaisetsuzan

NationalParkfrom1995to1999.Sixspecies,Orc乃 ∫307競o'o,Gθ η"oηo〃 卯070var.ノ4ρoη'co,

Hθ10η ∫ρρ5'50γ ノθη'01砥Pα θoη∫ooわovo忽Dり2030c'ρ ρθ'010var.α3∫o'∫cαand海 砺 ρθ剛560〃2〃2卿 おvar・

3ακo'∫1∫5wereillegallytakenawayonceorseveraltimes.Thesespeciesareestablishedby

EnvironmentAgencytoprohibitfromcollectingwithoutpermission.Especially,、Ro加vo'ois

an"endangeredspecies"(EnvironmentAgency,1997).Thesewerehappenedduringtheir

floweringseasoninallcasesexceptJ:co〃2〃2〃 〃砥andsomeofthemwerehappened
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besideroadsthatwererelativelymuchtraffic.InO.07競o∫o,about100plantswerelostbythree

timestheftsthatwereactedindifferentyearsatthesameplace.InG .か 哲omvar.ノ4ρoη 加,

about300plantswerelostbytwotimestheftsatthesameplace.In」P .oゐov伽,onepatch

(14plants)whichwehadsurveyedsincebeforeyearwerelostperfectly.InHor∫ θη∫01∫5,about

100plantswerelost,whichweremuchmorethanhalfnumberofindividualsinthissitebefore

then.Thesesixspeciesaretradedcommercially.Topreventillegalcollectingofwildflowers,it

isnecessarythatadministrationstrictlyrestraindealingsofwildflowersandthatwe

thoroughlyhavetomakeconsensusthatillegalcollectingofwildflowersisenvironmental

crlme.


